
第１６回　北海道クラブバレーボール連盟　コカ・コーラ杯争奪選手権大会
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【６人制男子予選ブロック戦　９月１３日】
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と　き　平成２０年９月１３，１４日
ところ　倶知安町総合体育館，蘭越町総合体育館，京極町総合体育館

大会委員長　大橋公徳
競技委員長　沓沢幸一
審判委員長　佐藤克久
総務委員長　朝霧海二

１位：北海道クラブ（札幌市）、２位：大洋部品（北見市）、３位：ＴＶＣ（札幌市）、ｎａｋａｉｃｈｉ２００１（札幌市）

【６人制男子決勝トーナメント】
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６人制男子 優秀選手賞

原　隆志(北海道クラブ) 鈴木　和哉(北海道クラブ)

吉田　康祐(大洋部品) 玉手　忠顕(大洋部品)

清水　栄志(TVC) 門馬　幸介(nakaichi2001)

優秀監督賞 竹内　雄史(北海道クラブ)

（決勝戦戦評）両チームともスタートメンバーの平均身長が185cmを超える大型チーム通しの戦いと
なった男子決勝戦は、第１セット，序盤一進一退の攻防を展開。中盤以降は北海道クラブのセッター
１５番日下のコンビネーションで大洋部品のブロック陣を巧みにかわし得点を重ね，北海道クラブが
２５－２１と先取する。第２セット，大洋部品は１７番玉手のアタックで中盤までリードしていたが，北海
道クラブは徐々に点差を詰め逆転し，最後は２５－２０と勝利，２年連続３回目の優勝を飾った。


